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記
事
の
内
容

№
1549   

２
０
１
９
年
９
月
15
日

１
面	

第
92
回
自
治
労
定
期
大
会
（
８
／
27
～
29   

福
岡
市
内
）

   

組
織
強
化
が
重
要
課
題

   
職
場
改
善
、
共
感
を
得
る
運
動
を

平
和
友
好
祭

   
平
和
の
火
リ
レ
ー
が
到
着

   

９
月
末
に
は
広
島
を
訪
問

青
年
・
女
性
部
長
会
議
（
８
／
21   

神
戸
市
教
育
会
館
）

   

独
自
要
求
を
前
進
さ
せ
よ
う

   

労
使
対
等
や
交
渉
の
意
義
を
学
ぶ

県
本
部
黒
豆
収
穫
祭
！
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

携
帯
扇
風
機
ブ
ー
ム   
吉
田
ノ
ボ

２
面	

県
本
部
第
５
回
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
８
／
９   

共
済

会
館
）

   

団
体
交
渉
の
重
要
性
を
理
解

   

現
場
の
声
を
直
接
訴
え
る
こ
と
が
大
切

都
市
公
共
交
通
評
議
会
第
７
回
総
会
（
８
／
９   

県
本
部
会

議
室
）

   

公
共
交
通
の
拡
充
を
め
ざ
す

県
本
部
福
祉
集
会
（
８
／
３   

舞
子
ビ
ラ
神
戸
）

   

職
場
か
ら
運
動
の
構
築
を
図
ろ
う

№
1550   

２
０
１
９
年
10
月
１
日

１
面	

現
業
・
公
企
統
一
闘
争

   

直
営
堅
持
で
正
規
補
充
を

   

10
月
25
日
に
統
一
行
動
日
を
配
置

県
人
事
委
員
会
に
申
し
入
れ
（
９
／
９
）

   

納
得
で
き
る
勧
告
を

公
営
企
業
評
議
会
第
21
回
総
会（
９
／
６
～
７   

赤
穂
ハ
イ
ツ
）

   

災
害
に
対
応
で
き
る
人
員
を

公
共
民
間
協
第
19
回
総
会
（
９
／
７   

フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
）

   

日
常
的
な
職
場
点
検
が
重
要

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

松
本
真
紀
子

２
面	

臨
職
評
第
25
回
定
期
総
会
（
９
／
８   

共
済
会
館
）

   

非
正
規
へ
の
差
別
許
さ
な
い

   

会
計
年
度
の
取
り
組
み
状
況
共
有

青
年
部
第
23
回
定
期
総
会
（
９
／
７   

神
戸
市
教
育
会
館
）

   

新
部
長
に
今
村
さ
ん
を
選
出

   

交
流
通
し
て
組
織
強
化
を

女
性
部
第
23
回
定
期
総
会
（
９
／
７
）

   

１
週
間
休
み
が
取
れ
た
ら
？

   

職
場
や
家
庭
で
の
悩
み
話
し
合
う

猪
名
川
町
議
会
議
員
選
挙

   

井
戸
さ
ん
初
当
選

坂
居
さ
ん
偲
ぶ
会
に
１
０
３
人
（
９
／
８   

神
戸
市
内
）

   

参
加
者
が
思
い
出
語
る

№
1551   

２
０
１
９
年
10
月
15
日

１
面	

県
本
部
第
70
回
定
期
大
会
（
９
／
28   

舞
子
ビ
ラ
）

た
た
か
い
通
し
て
団
結
強
化
を

会
計
年
度
や
選
挙
総
括
に
議
論
集
中

大
野
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨

   

会
計
年
度
、
統
一
闘
争
で
組
織
強
化
・
拡
大
を

定
期
大
会
で
岸
ま
き
こ
さ
ん
が
決
意

   

地
域
を
守
る
た
め
頑
張
る

新
役
員
体
制

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

そ
れ
で
も
前
に
進
ん
で
い
こ
う
！   

大
植
賢

２
面	
組
織
内
候
補
全
員
が
当
選

   
議
会
と
連
携
し
て
運
動
進
め
る

報
告
で
３
人
が
発
言

   

確
定
で
交
渉
強
化   

県
職
労   

土
取
代
議
員

   

県
議
選
で
勝
利   
神
河
町
職   

中
野
代
議
員

   

得
票
数
は
力
な
り   
南
あ
わ
じ
市
職
労   

村
上
代
議
員

方
針
で
17
人
が
発
言

   

み
な
さ
ん
の
支
援
で
当
選   
神
戸
交
通
労
組   

藤
野
代
議
員

   

不
安
の
声
を
交
渉
に   

県
職
労   
塩
谷
代
議
員

   

情
報
共
有
、
意
見
交
換
を   

国
保
労
組   

麻
生
代
議
員

   

組
合
軽
視
は
許
さ
な
い   

芦
屋
水
労   
島
代
議
員

   

３
単
組
共
闘
で
頑
張
る   

芦
屋
指
導
員
労
組   
大
山
代
議
員

   

連
合
地
協
再
編
で
意
見   

宝
塚
市
職
労   

橋
本
代
議
員

   

人
事
評
価
へ
の
関
与
重
要   

淡
路
市
職
労   

池
本
代
議
員

   

処
遇
改
善
に
取
り
組
む   

猪
名
川
臨
職
労   

本
田
代
議
員

   

井
戸
さ
ん
の
当
選
に
お
礼   

猪
名
川
町
職   

石
田
代
議
員

   

公
務
災
害
認
定
に
支
援
を   

明
石
市
職
労   

弓
田
代
議
員

   

病
院
形
態
見
直
し
は
課
題
山
積   

明
石
市
民
病
院
労
組   

   

平
山
代
議
員

   

会
計
年
度
で
処
遇
改
悪
さ
せ
な
い   

加
西
ユ
ニ
オ
ン

   

古
角
代
議
員

   

会
計
年
度
で
組
織
強
化
は
か
る   

た
つ
の
臨
職
労

   

吉
永
代
議
員

   

県
が
労
使
交
渉
に
介
入   

佐
用
ひ
ま
わ
り   

木
南
代
議
員

   

当
事
者
の
声
が
大
切   

豊
病
労
組   

水
田
代
議
員

   

技
能
労
務
の
採
用
勝
ち
取
る   

養
父
市
職
労   

安
達
代
議
員

   

六
年
に
及
ぶ
裁
判
で
和
解   

全
国
一
般
労
組

大
会
発
言
に
対
す
る
執
行
部
答
弁

退
任
役
員

№
1552   

２
０
１
９
年
11
月
１
日

１
面	

現
業
公
企
決
起
集
会
（
10
／
９   

県
民
会
館
）

   

新
規
採
用
勝
ち
取
ろ
う

   

災
害
時
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
確
立
も

確
定
闘
争
に
勝
利
し
よ
う

   

統
一
行
動
日
は
11
月
15
日
と
22
日

現
業
・
公
企   

対
県
交
渉

   

適
切
な
制
度
運
用
を
助
言

第
20
次
沖
縄
視
察
団
（
９
／
13
～
15
）

   

軟
弱
地
盤
に
基
地
つ
く
れ
な
い

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

こ
れ
は   

あ
か
ん
で
ん   

大
西
英
剛

２
面	

町
職
連
協
第
48
回
定
期
総
会
（
９
／
14   

市
川
町
文
化
セ
ン

タ
ー
）

   

新
議
長
に
西
田
さ
ん
（
佐
用
）
が
就
任

   

町
職
連
協
に
結
集
し
運
動
を
進
め
よ
う

障
害
労
働
者
の
つ
ど
い
（
９
／
21   

い
こ
い
の
村
は
り
ま
）

   

障
害
に
応
じ
た
配
慮
が
必
要

   

災
害
時
や
緊
急
時
の
対
応
に
不
安

第
４
回
女
性
組
合
員
交
流
会
（
９
／
15
）

   

意
見
交
換
す
る
場
が
大
切

   

ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
交
流
を

神
戸
市
・
県
人
事
委
員
会
勧
告

   

月
例
給
・
一
時
金
と
も
引
き
上
げ



   

住
居
手
当
に
つ
い
て
は
触
れ
ず

県
本
部
労
働
学
校   

受
講
生
募
集
（
案
内
）

№
1553   

２
０
１
９
年
11
月
15
日

１
面	

２
０
１
９
現
業
・
公
企
闘
争
交
渉
結
果

   

新
規
採
用
で
前
進
回
答

   
事
前
協
議
制
の
徹
底
を
確
認

町
職
単
組
交
流
会
（
10
／
19   

姫
路
労
働
会
館
）

   
統
一
要
求
の
前
進
め
ざ
す

   

確
定
、
会
計
年
度
で
意
見
交
換

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
第
49
回
定
期
総
会
（
10
／
31   

キ
セ
ラ

川
西
プ
ラ
ザ
）

   

戎
議
長
、
橋
本
事
務
局
長
を
選
出

   

補
強
意
見
を
踏
ま
え
方
針
確
認

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

負
け
る
な
！
被
災
地   
お
や
す
み
漫

２
面	

単
組
代
表
者
会
議
（
10
／
17   

私
学
会
館
）

   

住
居
手
当
の
減
額
認
め
な
い

   

確
定
闘
争
の
課
題
意
思
統
一

ま
ん
が
集
団
第
32
回
例
会
（
10
／
26   

県
本
部
会
議
室
）

   

ポ
ス
タ
ー
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
切

   

フ
ォ
ン
ト
選
び
と
配
置
が
重
要

黒
豆
収
穫
祭
に
２
５
０
人
が
参
加（
10
／
20   

丹
波
篠
山
市
内
）

   

家
族
の
絆
深
め
る

   

ビ
ン
ゴ
や
抽
選
会
を
楽
し
む

青
年
部
県
交
渉
（
10
／
29
）

   

暑
い
職
場
で
は
働
け
な
い

台
風
19
号
等
に
よ
る
災
害
特
別
カ
ン
パ
（
案
内
）

№
1554   

２
０
１
９
年
12
月
１
日

１
面	

２
０
１
９
確
定
闘
争
決
起
集
会
（
11
／
７   

県
庁
前
）

   

確
定
闘
争
勝
利
に
向
け
意
思
統
一

   

要
求
の
前
進
、
制
度
改
善
を
め
ざ
す

連
合
兵
庫
第
17
回
定
期
大
会
（
10
／
30   

神
戸
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）

   

福
永
新
体
制
を
確
立

近
畿
地
連
第
66
回
定
期
総
会
（
11
／
１   

滋
賀
県
草
津
市
）

   

大
野
県
本
部
委
員
長
が
地
連
新
議
長
に
就
任

市
町
振
興
課
交
渉
（
11
／
５   

県
庁
）

   

他
律
的
業
務
は
存
在
し
な
い

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

ワ
ン
チ
ー
ム
で
阻
止
を
！   

吉
田
ノ
ボ

２
面	

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
定
期
総
会
（
11
／
２   

姫
路
労
働
会
館
）

   

学
び
が
行
動
に
つ
な
が
る

   

宿
日
直
廃
止
な
ど
、
７
人
が
発
言

兵
退
連
定
期
総
会
を
開
催
（
10
／
24　

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
甲
子

園
ホ
テ
ル
）

   

大
槻
信
夫
さ
ん
（
宝
塚
退
職
者
会
）
を
新
会
長
に
選
出

働
く
女
性
の
交
流
集
会
（
11
／
４   

共
済
会
館
）

   

女
性
差
別
へ
の
怒
り 

力
に
変
え
て
た
た
か
う

   

福
岡
の
寺
山
さ
ん
が
講
演

青
年
部
・
女
性
部
決
起
集
会
（
生
田
文
化
会
館
）

   

生
活
実
態
交
流
し
よ
う

№
1555   

２
０
１
９
年
12
月
15
日

１
面	

２
０
１
９
確
定
闘
争

   

会
計
年
度  

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
交
渉

   

芦
屋
、
宝
塚
で
維
持
・
改
善
引
き
出
す

神
戸
市
職
労
被
災
地
支
援
を
続
け
る

   

台
風
19
号
の
復
興
支
援

   

長
野
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

青
年
女
性
部
学
習
会

   

県
内
８
地
域
で
学
習
会

   

公
務
員
の
賃
金
決
定
や
確
定
の
課
題

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

桜
を
見
る
会   

松
本
真
紀
子

２
面	

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
第
49
回
定
期
総
会
（
11
／
15   

養
父
公

民
館
）

   

山
本
議
長
、
岡
事
務
局
長
を
選
出

   

要
求
項
目
を
勝
ち
取
ろ
う

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
武
庫
川
ハ
イ
ク
（
11
／
24
）

   

廃
線
の
歴
史
を
学
ぶ

   

紅
葉
狩
り
も
楽
し
む

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な

   

姫
路

－

大
阪
リ
レ
ー
デ
モ

あ
い
ば
野
集
会
（
11
／
30   

滋
賀
県
近
江
今
津
）

   

合
同
演
習
に
デ
モ
で
平
和
を
訴
え

№
1556   

２
０
２
０
年
１
月
１
日

１
面	

ワ
ン
チ
ー
ム
で
前
に
進
も
う

大
野
義
政
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

   

格
差
・
差
別
を
許
さ
な
い

   

労
働
運
動
を
実
践
し
よ
う

県
本
部
役
員
・
書
記
一
同

２
面	

座
談
会   

次
代
を
担
う
若
者
た
ち

   

組
合
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
か
？

３
面	

丹
波
市   

地
域
資
源
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

   

化
石
と
恐
竜
課

４
面	

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

№
1557   

２
０
２
０
年
２
月
１
日

１
面	

２
０
２
０
新
春
旗
開
き
（
１
／
８   

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

   

団
結
固
め
て
格
差
解
消
を

   

大
野
委
員
長   

新
春
旗
開
き
で
あ
い
さ
つ

連
合
兵
庫
旗
開
き
・
30
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
１
／
７   

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）

   

連
合
兵
庫
30
年
の
運
動
を
振
り
返
る

   

今
次
春
闘
も
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う

春
闘
中
央
討
論
集
会
（
12
／
12
～
13   

東
京
）

   

労
使
交
渉
の
積
み
重
ね
を

   

春
闘
は
１
年
の
た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

少
し
ず
つ
前
進
！   

大
植   

賢

２
面	

県
本
部
労
働
学
校
（
12
／
６   

共
済
会
館
）

   

組
合
が
大
切
と
思
え
る
存
在
に

   

人
の
つ
な
が
り
を
広
げ
よ
う

県
本
部
第
39
回
囲
碁
将
棋
大
会
（
12
／
７   

共
済
会
館
）

   

囲
碁
の
部
田
川
さ
ん
、
将
棋
の
部
橋
本
さ
ん
、
と
も
に
初

優
勝
果
た
す

全
組
合
員
の
投
票
で
ス
ト
批
准
の
成
功
へ

女
性
部
・
臨
職
評
合
同
学
習
会
（
12
／
14   

共
済
会
館
）

   

パ
ワ
ハ
ラ
対
策
な
ど
交
流

   

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
で
議
論
深
め
る

№
1558   

２
０
２
０
年
２
月
15
日

１
面	

本
部
第
１
５
８
回
中
央
委
員
会
（
１
／
30
～
31   

千
葉
県
市

川
市
）

   

春
闘
方
針
な
ど
当
面
の
方
針
確
立

   

大
野
委
員
長
が
会
計
年
度
等
に
つ
い
て
発
言

臨
職
評
学
習
合
宿
（
１
／
25
～
26   

新
た
ん
ば
荘
）



   

差
別
す
る
な
、
平
等
に
扱
え

   

原
点
に
立
ち
返
っ
て
運
動
を

反
行
革
・
予
算
要
求
闘
争

   

欠
員
補
充
な
ど
一
定
前
進

   

退
職
者
上
回
る
採
用
予
定
も

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

裸
の
王
様   

大
西
英
剛

２
面
～
３
面   
２
０
２
０
春
闘

   

た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト
は
春
闘
か
ら

   

自
治
労
の
統
一
行
動
日
は
３
月
13
日

   

１   

春
闘
情
勢
と
具
体
的
な
取
り
組
み

   

２   

公
務
員
賃
金
の
改
善

   

３   

働
き
方
改
革
と
長
時
間
労
働
是
正

   

４   

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

   

５   

平
和
運
動
の
推
進
と
政
治
闘
争

   

２
０
２
０
春
闘
の
行
動
日
程

   

連
合
兵
庫
春
闘
決
起
集
会
（
案
内
）

４
面	

障
害
者
問
題
を
考
え
る
兵
庫
県
連
絡
会
議
総
会
（
１
／
26   

神
戸
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

   

障
害
者
の
介
護
保
障
が
課
題

   

国
連
勧
告
を
充
実
さ
せ
る
活
動
を

全
国
青
年
団
結
集
会
（
１
／
25
～
26   

高
知
市
内
）

   

安
全
軽
視
の
働
き
方
、
人
員
不
足
の
実
態
共
有

全
国
一
般
労
組
柏
翔
会
支
部
を
結
成（
１
／
21   

丹
波
市
内
）

   

初
代
支
部
委
員
長
に
上
田
さ
ん

新
春
ク
イ
ズ
回
答
・
当
選
者
発
表

№
1559   

２
０
２
０
年
３
月
１
日

１
面	

県
本
部
第
２
０
７
回
中
央
委
員
会
（
２
／
14   

神
戸
市
内
）

   

実
態
か
ら
の
運
動
を
継
続

   

「
会
計
年
度
」
の
成
果
と
課
題
議
論

大
野
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨

公
企
評 

水
道
・
下
水
道
交
流
会（
２
／
７
～
８   

共
済
会
館
）

   

災
害
時
の
ル
ー
ル
確
認
を

公
共
民
間
協 

春
闘
学
習
会
（
２
／
８   

共
済
会
館
）

   

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
に
向
け
て
自
治
体
単
組
と
連
携
を

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス   

お
や
す
み
漫

２
面	

丹
波
篠
山
市
職
労 

結
成
20
周
年
を
祝
う
会
（
１
／
24   

ユ

ニ
ト
ピ
ア
篠
山
）

   

組
合
員
の
太
鼓
や
歌
で
盛
り
上
が
る

自
治
労
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中
！

   

第
28
回 

自
治
労
文
芸
賞

   

第
29
回 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

   

２
０
２
０ 

ま
ん
が
大
笑

Ｗ
ｈ
ａ
ｔ′
ｓ
自
治
労 

発
売
中
（
案
内
）

№
1560   

２
０
２
０
年
３
月
15
日

１
面	

県
本
部
春
闘
討
論
集
会
（
２
／
15   

共
済
会
館
）

   

１
年
の
た
た
か
い
は
春
闘
か
ら

   

基
調
講
演 

補
助
と
し
て
Ａ
Ｉ
を
活
用

衛
生
医
療
評
議
会
が
県
交
渉
（
２
／
13   

県
庁
）

   

処
遇
が
下
が
れ
ば
人
材
確
保
も
困
難
と
な
り
地
域
医
療
も

確
保
で
き
な
い

人
権
教
育
ひ
ょ
う
ご 

春
季
学
習
会（
２
／
22   

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

   

互
い
に
尊
重
し
、
誠
実
に
向
き
合
う
こ
と
が
重
要

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大   

𠮷
田
ノ
ボ

２
面	

２
０
２
０
春
闘
討
論
集
会 

分
科
会
の
報
告

   

第
１
分
科
会
「
賃
金
闘
争
の
強
化
に
向
け
て
」

      

近
隣
単
組
と
の
連
携
強
化
が
重
要

   

第
２
分
科
会
「
時
間
外
労
働
の
実
態
改
善
と
人
員
確
保
闘

争
に
む
け
て
」

      

労
働
安
全
衛
生
委
員
会
を
活
用

   
第
３
分
科
会
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
伴
う
処

遇
改
善
と
組
織
化
」

      

ビ
ラ
配
布
や
説
明
会
で
声
か
け
を

   

町
職
分
科
会
「
町
職
運
動
の
強
化
に
向
け
て
」

      

各
執
行
部
の
取
り
組
み
を
交
流

№
1561   

２
０
２
０
年
４
月
１
日

１
面	

２
０
２
０
春
闘

   

格
差
解
消
、
超
勤
縮
減
を

   

県
振
興
課
へ
実
態
把
握
強
く
迫
る

朝
鮮
学
校
の
幼
・
保
無
償
化
適
用
を

   

子
ど
も
を
仲
間
外
れ
に
し
な
い
で

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
は
【
有
給
】
で

   

総
務
省
が
通
知
を
発
出

ス
ト
権
確
立
を
宣
言

   

兵
庫
は
74
・
56
％

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
楽
し
く
な
い
学
童
保
育   

松
本
真
紀
子

２
面	

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！ 

じ
ち
ろ
う
の“
共
済
”

№
1562   

２
０
２
０
年
４
月
15
日

１
面	

２
０
２
０
春
闘
期
交
渉

   

会
計
年
度
の
格
差
を
追
及

   

多
く
の
単
組
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
申
し
入
れ

障
害
労
働
者
評
議
会
が
労
働
局
と
交
渉
（
３
／
６   

兵
庫
労

働
局
）

   

障
害
者
雇
用
促
進
と
職
場
配
慮
へ
指
導
求
め
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
た
県
本
部
の
対
応

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

鬼
が
で
る
か
、
仏
が
で
る
か   

大
植
賢

２
面	

県
本
部
女
性
部
女
性
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
（
要
旨
）

   

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
状
況

   

年
休
に
つ
い
て

   

生
理
休
暇
に
つ
い
て

   

超
勤
実
態
に
つ
い
て

   

女
性
差
別
・
妊
娠
中
困
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

   

非
正
規
の
改
善
要
求
に
つ
い
て

№
1563   

２
０
２
０
年
５
月
15
日

１
面	

人
員
確
保
闘
争

   

増
員
・
直
営
体
制
を
追
及

   

安
心
で
き
る
自
治
体
を
め
ざ
し
て

公
務
員
連
絡
会
委
員
長
ク
ラ
ス
交
渉

   

春
の
段
階
に
お
け
る
最
終
的
な
回
答
を
引
き
出
す

劇
団
「
か
ら
っ
ぽ
大
作
戦
」

   

食
育
は
ま
ち
を
元
気
に
す
る

   

夢
は
宝
塚
市
の
シ
ン
ボ
ル

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

つ
ま
み
喰
い   

大
西
英
剛

２
面	

じ
ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済

№
1564   

２
０
２
０
年
６
月
１
日

１
面	

衛
生
医
療
評
議
会
が
県
へ
緊
急
要
請
（
５
／
12   

県
庁
）

   

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
十
分
な
対
応
を

県
民
共
闘
会
議
が
要
望
書
を
提
出



   

差
別
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
橋
本
事
務
局
長
紹
介

   

全
国
団
結
集
会
で
組
合
の
大
切
さ
実
感

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

明
日
の
た
め
に   

お
や
す
み
漫

２
面	
緊
急
ア
ピ
ー
ル

   
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
緊
急
支
援
募
金

№
1565   

２
０
２
０
年
６
月
15
日

１
面	

新
型
コ
ロ
ナ   
現
場
か
ら
㊤

県
職
労

   

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

   

現
場
の
声
も
と
に
要
請
書

神
戸
市
従
の
取
り
組
み

   

直
営
だ
か
ら
出
来
た 

緊
急
時
の
応
援
体
制
確
立

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

「
み
な
さ
～
ん   

お
元
気
に
さ
れ
て
ま
す
か
～
」   

吉
田
ノ
ボ

２
面	

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
！   

じ
ち
ろ
う
の
“
共
済
” 

№
1566   

２
０
２
０
年
７
月
１
日

１
面	

通
常
国
会
閉
幕

   

定
年
引
上
げ
は
先
送
り

   

次
期
国
会
で
の
成
立
を
め
ざ
す

戎
剛
副
委
員
長
紹
介

   

趣
味
を
通
じ
て
仲
間
の
大
切
さ
実
感

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

免
疫
ほ
し
い   

松
本
真
紀
子

２
面	

新
型
コ
ロ
ナ   

現
場
か
ら
㊦

   

明
石
病
院
労
組

      

職
員
の
不
安
解
消
に
向
け
た
相
談
窓
口
の
設
置
め
ざ
す

   

尼
崎
嘱
託
労

      

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
共
有

      

「
現
場
の
声
」
が
重
要
な
判
断
基
準

７
月
は
自
治
労
安
全
衛
生
月
間

   

快
適
な
職
場
環
境
の
確
立
を

№
1567   

２
０
２
０
年
７
月
15
日

１
面	

県
本
部
第
２
０
８
回
中
央
委
員
会
（
６
／
25   

神
戸
市
内
）

   

コ
ロ
ナ
理
由
に
賃
下
げ
認
め
な
い

   

組
織
強
化
計
画
案
の
討
議
要
請

大
野
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨

夏
期
闘
争
結
果

   

退
職
者
上
回
る
募
集
確
認

   

一
時
金
は
国
並
み
支
給
で
妥
結

被
爆
75
周
年
原
水
禁
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

こ
の
ゲ
ー
ト
を
ク
リ
ア
す
る
に
は   

大
植
賢

２
面	

第
36
回
水
週
間
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
（
案
内
）

№
1568   

２
０
２
０
年
８
月
１
日

１
面	

19
市
12
町
退
職
手
当
共
闘
会
議
が
要
求
書
提
出
（
６
／
30   

県
民
会
館
）

   

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
支
給
要
件
を
求
め
る

衛
生
医
療
評
議
会
が
県
と
の
意
見
交
換
を
行
う
（
５
／
12   

県
庁
）

   

医
療
機
関
へ
の
支
援
を
要
請

共
済
県
支
部
担
当
者
会
義
を
開
催
（
７
／
２   

農
業
共
済
会

館
）

   

制
度
改
正
案
な
ど
提
起

   

よ
り
良
い
制
度
充
実
を
め
ざ
す

地
方
財
政
確
立
の
意
見
書

   

宝
塚
、
た
つ
の
市
議
会
で
採
択

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
利
用
法   

大
西
英
剛

２
面	
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
現
評
・
公
企
評
総
会
（
７
／
18   

八
鹿

公
民
館
）

   

災
害
時
に
対
応
で
き
る
人
員
確
保
を

   

交
流
と
学
習
深
め
組
織
強
化
を
め
ざ
す

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
学
童
保
育
指
導
員
交
流
会
（
７
／
10   

尼
崎
市
小
田
北
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
）

   

職
場
の
課
題
を
当
局
と
協
議
し
解
決

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
退
職
者
会
総
会
（
６
／
27   

養
父
公
民

館
）

   

前
川
新
体
制
を
確
認

新
型
コ
ロ
ナ
Ｈ
Ｉ
Ａ
労
組
か
ら
の
投
稿

   

社
会
基
盤
弱
い
外
国
人
直
撃

   

雇
用
調
整
、
住
居
喪
失
も

№
1569   

２
０
２
０
年
８
月
15
日

１
面	

県
本
部
現
評
総
会
・
各
部
会
集
会
（
８
／
１   

舞
子
ビ
ラ
）

   

職
場
の
小
さ
な
声
を
取
り
上
げ
よ
う

   

第
２
次
闘
争
を
全
力
で

県
本
部
政
策
実
現
会
議
（
７
／
31   

共
済
会
館
）

   

地
方
財
政
の
確
立
に
む
け
自
治
体
議
員
と
情
報
共
有

本
部
県
代
会
議 

兵
庫
か
ら
も
発
言
（
７
／
27   

ウ
ェ
ブ
会
議
）

   

省
庁
対
策
の
強
化
求
め
る

   

10
月
７
日
に
本
部
臨
時
大
会

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
な
？   

大
植
賢

２
面	

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
臨
職
評
総
会
（
８
／
２   

養
父
市
内
）

   

会
計
年
度
の
処
遇
改
善
め
ざ
す

   

東
議
長（
丹
波
篠
山
）、
北
林
事
務
局
長（
豊
岡
）体
制
を
確
立

公
務
員
連
絡
会
人
事
院
と
交
渉

   

９
月
末
ま
で
民
間
調
査
実
施

   

正
確
な
調
査
を
求
め
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
加
西
市
）

   

飛
行
場
跡
な
ど
戦
跡
整
備

   

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

№
1570   

２
０
２
０
年
９
月
１
日

１
面	

衛
生
医
療
評
第
５
回
定
期
大
会
（
８
／
７   

共
済
会
館
）

   

コ
ロ
ナ
禍
の
取
り
組
み
共
有

都
市
交
評
第
８
回
総
会
（
８
／
11   

県
民
会
館
）

   

国
へ
の
支
援
を
求
め
る

狭
山
事
件
の
再
審
求
め
る
集
い
（
８
／
２   

の
じ
ぎ
く
会
館
）

   

イ
ン
ク
の
成
分
検
出
さ
れ
ず
万
年
筆
の
新
証
拠
な
ど
学
ぶ

被
災
者
支
援
「
災
害
特
別
カ
ン
パ
」
に
ご
協
力
を

し
こ
う

い
ま
い
ち
座   

オ
ン
ラ
イ
ン
墓
ま
い
り   

お
や
す
み
漫

２
面	

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
臨
職
評
総
会
（
８
／
８   

姫
路
市
民
会
館
）

   

更
な
る
処
遇
改
善
に
向
け
団
結
強
化
を

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
（
８
／
２   

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

   

高
校
生
平
和
大
使
を
支
援

   

1000
人
委
員
会
軸
に
地
域
で
活
動

第
38
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
案
内
）
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